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Synopsis 

We collected three slug individuals of Granulilimax fuscicornis from two sites of secondary 

broad-leaved tree forests in Nara campus of Kindai University located in Nara Prefecture, western 

Japan in Feb. and July 2019. This is the third record of G. fuscicornis in Nara Pref. and the new 

record in the northern part of area of Nara Pref. 
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1．緒 言 

カタツムリやナメクジなどの陸産貝類は、

その移動性の乏しさから地理的分布域が限

定される傾向にあり 1)、多くの種がレッド

データリストに記載されている。 

イボイボナメクジ Granulilimax fuscicornis 

Minato, 1989 は体長 20mm 程度の小型のナ

メクジである。軟体部は橙色を帯びた淡褐

色で、背面が黒褐色の縦線によって細長く

縁どられること、外套膜が微細な顆粒に覆

われていること、触角が灰黒色であること

などの特徴を有する 1) 2)。本種は一般的なナ

メクジ類から系統的に遠い収柄眼目ホソア

シヒダナメクジ科に属するとされており 3)、

どの生息地でも希少であること、他の陸生

貝類を捕食するという極めて僅少な肉食性

の種であることなどから注目されてきた 4)。 

本種は 2015 年時点で、19 都道府県から

記録されており、環境省カテゴリーでは準

絶滅危惧種(NT)、奈良県カテゴリーにおい

ては 2 記録のみの情報不足種とされている

5) (図 1)。 

このたび著者らは近畿大学奈良キャンパ

スにおける土壌動物調査中にイボイボナメ

クジらしき生物の生息を確認したため、こ

れを報告する。 

  

2．材料及び方法 

調査は 2018 年 2 月 20 日に図 2 で示す地

点 A、2019 年 7 月 17 日に地点 B で行った。

いずれの調査も中大型土壌動物を採集する

目的で、5×5mm メッシュの金属製ふるい

を用いたリター層を含む土壌表層のふるい

採集を行う際に、5×5mm メッシュを通過

しない落葉の表裏を目視した。 

 

 

図 1 本報での生息地と県内の記録 

赤 : 本報での生息地 

青 : 既知の生息記録地 

  

 

 
図 2 近畿大学奈良キャンパス付近 

 

3．結 果 

地点 A における 2019 年 2 月 20 日の調査

においてイボイボナメクジと思しき生物を

1 個体、地点 B における 2019 年 7 月 17 日

の調査において 2 個体、計 3 個体を見出し

た。 

地点 A の個体(図 3A)は伸長時で体長約

16mm 体幅約 2.5mm、地点 B の個体(図 3B)
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はいずれも伸長時体長約 20mm 体幅約

2.5mm であった。外部形態の特徴として、3

個体共通して淡褐色～濃褐色の軟体部は体

側上部を黒褐色の縦線で縁どられ、軟体部

背面は微細な顆粒状突起で覆われており、

触覚は灰黒色であった。これはイボイボナ

メクジ Granulilimax fuscicornis の原記載で

ある湊(1989)の記述と一致した。 

得られた個体は執筆時点で飼育中のため、

解剖学的知見は得られていない。飼育下で

は、餌としてトクサオカチョウジガイ

Allopeas javanieum を一度に 5 個体程度投

入すると数日後には全てが殻になっており、

よく摂食している模様であった。 

生息環境の特徴として地点 A は二次林内

の谷部で落葉を含む腐植層の豊富な土壌を

有しており(図 4)、地点 B は二次林内の池付

近に位置し、斜面の立木に落葉が堆積して

いる環境で(図 5)、いずれの生息地も比較的

湿潤な環境であった。 

 

4．考 察 

イボイボナメクジは記載以来日本各地か

らの報告により記載時の形質に該当しない

グループが複数確認されており 6)7)、湊 

(2015)では、外部形態等から「イボイボナメ

クジ」「イボイボナメクジ類未記載種」「ク

ロツブナメクジ」「その他イボイボナメクジ

種群」と分別されている。本調査によって

得られた 3 個体は、飼育下においてイボイ

ボナメクジ類で特徴的である貝類食性を示

し、イボイボナメクジ（G. fuscicornis）の特

徴である、軟体部が淡褐色～濃褐色で黒褐

色の縦線によって縁どられ、背面を微細な

顆粒で覆われ、灰黒色の触覚を有すること

からイボイボナメクジと同定された。 

 

図 3 本調査で得られた個体 

 A : 地点 A で得られた個体 

  (2019 年 2 月 20 日採集) 

 B :  地点 B で得られた個体 

  (2019 年 7 月 17 日採集) 

 

図 4 地点 A の環境 

 

図 5 地点 B の環境 



45                             藤本・葛西・澤畠 
 

 

今後は、解剖学的検討と分子レベルでの

解析を行うことで、当地域に産するイボイ

ボナメクジの分類学的位置付けが明らかに

なると期待される。 

奈良県における本種の記録は 1992 年吉

野郡十津川村小川(湊 宏採集)、1993 年吉野

郡川上村入之波(湊 宏採集)の 2 記録のみと

されており 8)、本報における記録は県内 3

例目となる。また前 2 例の採集地は県内で

も自然度の高い南部の山岳地帯であったが、

本報における採集地は記録の空白地帯であ

った奈良県北部の都市近郊里山林であった。

本報における本種の記録は奈良県北部初記

録となったと同時に本種が都市近郊の里山

林のような環境にも生息していること、奈

良県全域に生息している可能性を示唆する

ものとなった。 

一方で捕食性である本種は、餌となる他

の有殻陸産貝類の減少と草本植生のシカ食

害などが減少要因になり得るとされており

1)、他都道府県と同様にシカ食害の深刻化が

問題視されている奈良県では、少なからぬ

個体群が絶滅の危機に瀕している可能性も

考えられる。さらなる調査による適切な保

全状況評価が望まれる。 
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7．要 約 

2019 年 2 月および 7 月に、近畿大学奈良キ

ャンパスの 2 箇所の異なる広葉樹二次林内

で、計 3 個体のイボイボナメクジの生息を

確認した。イボイボナメクジの生息確認は、

奈良県で 3 例目、奈良県北部地域では初め

ての事例となる。 
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